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研究成果の概要（200 字程度）：異文化理解と偏見のあらわれた具体的なケースについて、各研

究者がそれぞれ考察した。その対象は、ハーンを中心にウェーリー、シュレイデル、周作人、

新渡戸稲造、モース、リーチ、柳宗悦、ピアソン等、多岐にわたるものである。 
 そして、異文化体験には西洋と非西洋の関係にとどまらない様々の場合があり、理解と

偏見の諸相は個人の問題であると同時に文化的社会的背景の影響が大きく深いという事実

も立証された。 
 
 
交付額 
                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 
2006 年度 1,000,000 0 1,000,000 

2007 年度 1,000,000 300,000 1,300,000 

2008 年度 1,300,000 390,000 1,690,000 

年度  

  年度  

総 計 3,300,000 690,000 3,990,000 

 
 
研究分野：比較文学・比較文化 
科研費の分科・細目：分科：文学、細目：各国文学・文学論 ２９０４ 
キーワード：比較文学、比較文化、異文化、ハーン、キプリング、ロティ、クローデル、ウェ

ーリー 
 
 
１．研究開始当初の背景 
  ハーン来日百年、没後百年等を記念する
国際シンポジウムを通じて、新に実りあるハ
ーン研究にはグローバルな視野が欠かせな
いこと、また、ハーンをはじめとする具体的
なケースの中に異文化体験、異文化理解の問
題が明らかにあらわれていることが明確に
なった。 
 
 

２．研究の目的 
 異文化を体験する、理解するとはどういう
ことか、宗教とは何か、という重要な問題を
共通のメインテーマとし、具体例に即しなが
らも広く様々の視点から、文化の出会いと衝
突の意味を検証する。 
 
 
３．研究の方法 
 研究会の他、調査研究旅行の実施により研
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究対象の人物ゆかりの各土地を検証すると
ともに、研究発表会を行った。 
 
 
４．研究成果 
 ハーンその他を中心に、異文化理解と偏見
のあらわれた具体的なケースを、研究者各自
が研究した。その成果は既に発表された論文
や講演の他、２００９年６月新曜社から発行
予定の『講座小泉八雲』にも所収予定である。 
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